
４章 極限

１ 数列の極限
２ 関数の極限



➊ 数列の極限 (教科書 p.86)

項が限りなく続く数列
𝑎1, 𝑎2, 𝑎3, ⋯ , 𝑎𝑛, ⋯

を 無限数列 という。

𝑎𝑛 をその 第 𝒏項 といい，

この無限数列を 𝑎𝑛 で表す。



➊ 数列の極限 – 数列の収束 - (教科書 p.86)

例 (1) 数列 1,
1

2
,
1

3
,
1

4
, ⋯ ,

1

𝑛
, ⋯

では，𝑛が限りなく大きく
なるとき，第 𝑛項は に
限りなく近づく。

(2) 数列 1, −
1

2
,
1

4
, −

1

8
, ⋯ , −

1

2

𝑛−1

, ⋯

では，𝑛が限りなく大きく
なるとき，第 𝑛項は に限
りなく近づく。



➊ 数列の極限 – 数列の収束 - (教科書 p.86)

一般に，数列 𝑎𝑛 において，𝑛が限りなく大きくな
るにつれて，𝑎𝑛 が一定の値 𝛼 に限りなく近づくとき，
数列 𝑎𝑛 は 𝛼に 収束 するといい，𝛼を数列 𝑎𝑛
の 極限値 という。

数列 𝑎𝑛 の極限値が 𝛼であるとき

𝐥𝐢𝐦
𝒏→∞

𝒂𝒏 = 𝜶 または 𝒏 → ∞のとき 𝒂𝒏 → 𝜶

と書く。

数列 𝑎𝑛 が収束しないとき，数列 𝑎𝑛 は 発散 する
という。



例

➊ 数列の極限 – 数列の収束 - (教科書 p.87)

さっきの例は，次のように表される。

(1) lim
𝑛→∞

1

𝑛
= (2) lim

𝑛→∞
−
1

2

𝑛−1

=0 0



➊ 数列の極限 – 数列の収束 - (教科書 p.87)



例

➊ 数列の極限 – 数列の発散 - (教科書 p.87)

(1) 数列

1,
3

2
, 2,

5

2
, ⋯ ,

𝑛 + 1

2
, ⋯

は，𝑛を限りなく大きくすると，

第 𝑛項
𝑛 + 1

2
が限りなく大きくなる

ので 発散 する。



➊ 数列の極限 – 数列の発散 - (教科書 p.88)

一般に，数列 𝑎𝑛 において，𝑛を限りなく大きくする
と𝑎𝑛 が限りなく大きくなるとき，数列 𝑎𝑛 は
正の無限大に発散 するといい

𝐥𝐢𝐦
𝒏→∞

𝒂𝒏 = ∞ または 𝒏 → ∞のとき 𝒂𝒏 → ∞

と書く。また，数列 𝑎𝑛 において，𝑛を限りなく大き
くすると 𝑎𝑛 が負で絶対値 𝑎𝑛 が限りなく大きくなる
とき，数列 𝑎𝑛 は 負の無限大に発散 するといい，
次のように書く。

𝐥𝐢𝐦
𝒏→∞

𝒂𝒏 = −∞ または 𝒏 → ∞のとき 𝒂𝒏 → −∞



➊ 数列の極限 – 数列の発散 - (教科書 p.88)

数列
1, −1, 1, −1, ⋯ , −1 𝑛−1, ⋯

は，収束しないから発散する。しか
し，正の無限大にも負の無限大にも
発散しない。このような数列は
振動 するという。振動するとき，

極限はない。



➊ 数列の極限 – 数列の発散 - (教科書 p.88)

数列 𝑎𝑛 の収束，発散についてまとめると，次のよ
うになる。

数列の収束・発散

収束 ⋯⋯⋯ lim
𝑛→∞

𝑎𝑛 = 𝛼 一定の値 𝛼に収束

発散 収束しない

lim
𝑛→∞

𝑎𝑛 = ∞ 正の無限大に発散

lim
𝑛→∞

𝑎𝑛 = −∞ 負の無限大に発散

振動 極限はない



➊ 数列の極限 – 数列の発散 - (教科書 p.88)



➊ 数列の極限 – 極限値と四則 - (教科書 p.89)

極限値と四則

数列 𝑎𝑛 , 𝑏𝑛 が収束して， lim
𝑛→∞

𝑎𝑛 = 𝛼, lim
𝑛→∞

𝑏𝑛 = 𝛽

のとき

1 lim
𝑛→∞

𝑘𝑎𝑛 = 𝑘𝛼 ただし，𝑘は定数

2 lim
𝑛→∞

𝑎𝑛 + 𝑏𝑛 = 𝛼 + 𝛽, lim
𝑛→∞

𝑎𝑛 − 𝑏𝑛 = 𝛼 − 𝛽

3 lim
𝑛→∞

𝑎𝑛𝑏𝑛 = 𝛼𝛽

4 lim
𝑛→∞

𝑎𝑛
𝑏𝑛

=
𝛼

𝛽
ただし，𝛽 ≠ 0

数列の極限値については，次の性質が成り立つ。



➊ 数列の極限 – 極限値と四則 - (教科書 p.89)



➊ 数列の極限 – 極限値と四則 - (教科書 p89)



➊ 数列の極限 – 極限値と四則 - (教科書 p89)



➊ 数列の極限 – 極限値と四則 - (教科書 p.90)

(2) lim
𝑛→∞

2𝑛 + 3

𝑛 + 1
=lim
𝑛→∞

2 +
3
𝑛

1 +
1
𝑛

=
2 + 0

1 + 0
= 2

(3) lim
𝑛→∞

2𝑛2 + 3

𝑛 + 4
= lim

𝑛→∞

2𝑛 +
3
𝑛

1 +
4
𝑛

= ∞

例３
（1） lim

𝑛→∞
𝑛2 −3𝑛 = lim

𝑛→∞
𝑛2 1−

3

𝑛
=∞



➊ 数列の極限 – 極限値と四則 - (教科書 p.90)



➊ 数列の極限 – 極限値と四則 - (教科書 p.90)



➊ 数列の極限 – 極限値と四則 - (教科書 p.90)



➊ 数列の極限 – 数列の極限と大小関係 - (教科書 p.91)

数列の極限と大小関係については，次の性質が成り立つ。

数列の極限と大小関係

[1]数列 𝑎𝑛 , 𝑏𝑛 において，𝑎𝑛 ≦ 𝑏𝑛 𝑛 = 1, 2, 3, ⋯ のとき

lim
𝑛→∞

𝑎𝑛 = 𝛼, lim
𝑛→∞

𝑏𝑛 = 𝛽ならば 𝛼 ≦ 𝛽

[2]数列 𝑎𝑛 , 𝑏𝑛 において，𝑎𝑛 ≦ 𝑏𝑛 𝑛 = 1, 2, 3, ⋯ のとき

lim
𝑛→∞

𝑎𝑛 = ∞ならば lim
𝑛→∞

𝑏𝑛 = ∞

[3]数列 𝑎𝑛 , 𝑏𝑛 , 𝑐𝑛 において，
𝑎𝑛 ≦ 𝑏𝑛 ≦ 𝑐𝑛 𝑛 = 1, 2, 3, ⋯ のとき，
lim
𝑛→∞

𝑎𝑛 = lim
𝑛→∞

𝑐𝑛 = 𝛼ならば， 𝑏𝑛 も収束して

lim
𝑛→∞

𝑏𝑛 = 𝛼

注意 上の性質 3 は はさみうちの原理 とよばれている。



➊ 数列の極限 – 数列の極限と大小関係 - (教科書 p.91)

１

応用
例題

解

極限 lim
𝑛→∞

1

𝑛
sin

𝑛𝜋

3
を求めよ。

−1 ≦ sin
𝑛𝜋

3
≦ 1であるから

−
1

𝑛
≦
1

𝑛
sin

𝑛𝜋

3
≦
1

𝑛

ここで， lim
𝑛→∞

−
1

𝑛
= 0, lim

𝑛→∞

1

𝑛
= 0であるから

lim
𝑛→∞

1

𝑛
sin

𝑛𝜋

3
= 0



➊ 数列の極限 – 数列の極限と大小関係 - (教科書 p.91)


